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【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スケーラブルな高効率ビデオ情報を符号化するための装置であって、
　マルチレイヤピクチャのためのシンタックス要素を記憶するように構成されたメモリユ
ニットと、
　前記メモリユニットに動作可能に結合され、
　　参照レイヤ中の水平成分と垂直成分とを有するルーマサンプル位置と、エンハンスメ
ントレイヤ中の水平成分と垂直成分とを有する対応するルーマサンプル位置との間のルー
マ位相オフセット値を決定し、前記ルーマ位相オフセット値が、エンハンスメントレイヤ
ルーマサンプルの単位で決定され、
　　前記参照レイヤ中の水平成分と垂直成分とを有するクロマサンプル位置と、前記エン
ハンスメントレイヤ中の水平成分と垂直成分とを有する対応するクロマサンプル位置との
間のクロマ位相オフセット値を決定し、前記クロマ位相オフセット値が、エンハンスメン
トレイヤクロマサンプルの単位で決定され、
　　前記ルーマ位相オフセット値および前記クロマ位相オフセット値を表す位相オフセッ
トを示す前記シンタックス要素を生成し、
　　前記シンタックス要素に基づいて、ブロックを符号化する
　ように構成されたプロセッサと
を備える装置。
【請求項２】
　前記シンタックス要素が、エンハンスメントレイヤピクチャと、対応する参照レイヤピ
クチャとの間のスケーリングファクタが１に等しいとき、前記位相オフセット値を０に等
しくなるように制限するビットストリーム適合制限をデコーダに示す、請求項１に記載の
装置。
【請求項３】
　前記プロセッサが、参照レイヤルーマサンプルの水平位置とエンハンスメントレイヤル
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ーマサンプルの水平位置との間の位相オフセット値と、参照レイヤクロマサンプルの水平
位置とエンハンスメントレイヤクロマサンプルの水平位置との間の位相オフセット値と、
参照レイヤルーマサンプルの垂直位置とエンハンスメントレイヤルーマサンプルの垂直位
置との間の位相オフセット値と、参照レイヤクロマサンプルの垂直位置とエンハンスメン
トレイヤクロマサンプルの垂直位置との間の位相オフセット値とを表す前記シンタックス
要素を生成するようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記プロセッサが、ＹＵＶ４２０、ＹＵＶ４２２、およびＹＵＶ４４４色フォーマット
のいずれにおいても動作するようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記プロセッサが、前記ルーマサンプル位置と前記クロマサンプル位置との間の相対位
置と、現在レイヤと前記参照レイヤとの間のスケーリングファクタとに応じて、存在しな
い位相オフセット値を決定するようにさらに構成される、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記プロセッサが、ＹＵＶ４２０クロマフォーマットを使用するとき、前記クロマサン
プル位置が水平方向において前記ルーマサンプル位置とコロケートされ、前記クロマサン
プル位置が垂直方向において前記ルーマサンプル位置から１／２ピクセル配置されるとい
う仮定に基づいて、前記存在しない位相オフセット値を決定するようにさらに構成される
、請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記プロセッサが、前記存在しない位相オフセット値を次のように決定するようにさら
に構成され、
　水平ルーマ位相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｘ＿ｌｕｍａ）、水平クロマ
位相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｘ＿ｃｈｒｏｍａ）、および垂直ルーマ位
相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｙ＿ｌｕｍａ）のデフォルト値は０であり、
　垂直クロマ位相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｙ＿ｃｈｒｏｍａ）のデフォ
ルト値は
【数１】

に等しく、
　ここにおいて、ｃｕｒｒＬａｙｅｒＰｉｃＨｅｉｇｈｔは現在エンハンスメントレイヤ
ピクチャの高さであり、ｒｅｆＬａｙｅｒＰｉｃＨｅｉｇｈｔは参照レイヤピクチャの高
さである、
請求項５に記載の装置。
【請求項８】
　前記プロセッサが、ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）、ビデオパラメータセット（
ＶＰＳ）、シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）、およびスライスセグメントヘッダの
うちの１つにおいて前記シンタックス要素を生成するようにさらに構成される、請求項１
に記載の装置。
【請求項９】
　スケーラブルな高効率ビデオ情報を符号化するための方法であって、
　参照レイヤ中の水平成分と垂直成分とを有するルーマサンプル位置と、エンハンスメン
トレイヤ中の水平成分と垂直成分とを有する対応するルーマサンプル位置との間のルーマ
位相オフセット値を決定することと、前記ルーマ位相オフセット値が、エンハンスメント
レイヤルーマサンプルの単位で決定され、
　前記参照レイヤ中の水平成分と垂直成分とを有するクロマサンプル位置と、前記エンハ
ンスメントレイヤ中の水平成分と垂直成分とを有する対応するクロマサンプル位置との間
のクロマ位相オフセット値を決定することと、前記クロマ位相オフセット値が、エンハン
スメントレイヤクロマサンプルの単位で決定され、
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　前記ルーマ位相オフセット値および前記クロマ位相オフセット値を表す前記位相オフセ
ットを示すシンタックス要素を生成することと、
　前記シンタックス要素に基づいて、ブロックを符号化することと
を備える方法。
【請求項１０】
　前記シンタックス要素がさらに、エンハンスメントレイヤピクチャと、対応する参照レ
イヤピクチャとの間のスケーリングファクタが１に等しいとき、前記位相オフセットを０
に等しくなるように制限するビットストリーム適合制限に示す、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記シンタックス要素が、参照レイヤルーマサンプルの水平位置とエンハンスメントレ
イヤルーマサンプルの水平位置との間の位相オフセット値と、参照レイヤクロマサンプル
の水平位置とエンハンスメントレイヤクロマサンプルの水平位置との間の位相オフセット
値と、参照レイヤルーマサンプルの垂直位置とエンハンスメントレイヤルーマサンプルの
垂直位置との間の位相オフセット値と、参照レイヤクロマサンプルの垂直位置とエンハン
スメントレイヤクロマサンプルの垂直位置との間の位相オフセット値とを表す、請求項９
に記載の方法。
【請求項１２】
　ＹＵＶ４２０、ＹＵＶ４２２、およびＹＵＶ４４４色フォーマットのいずれにおいても
動作することをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ルーマサンプル位置と前記クロマサンプル位置との間の相対位置と、現在レイヤと
前記参照レイヤとの間のスケーリングファクタとに応じて、存在しない位相オフセット値
を決定することをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記存在しない位相オフセットを次のように決定することをさらに備え、
　水平ルーマ位相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｘ＿ｌｕｍａ）、水平クロマ
位相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｘ＿ｃｈｒｏｍａ）、および垂直ルーマ位
相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｙ＿ｌｕｍａ）のデフォルト値は０であり、
　垂直クロマ位相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｙ＿ｃｈｒｏｍａ）のデフォ
ルト値は
【数２】

に等しく、
　ここにおいて、ｃｕｒｒＬａｙｅｒＰｉｃＨｅｉｇｈｔは現在エンハンスメントレイヤ
ピクチャの高さであり、ｒｅｆＬａｙｅｒＰｉｃＨｅｉｇｈｔは参照レイヤピクチャの高
さである、
請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　スケーラブルな高効率ビデオ情報を復号するための装置であって、
　マルチレイヤピクチャのためのシンタックス要素を有するビットストリームを受信する
ように構成された受信機と、前記シンタックス要素は、ルーマ位相オフセット値およびク
ロマ位相オフセット値を表す位相オフセットを有し、
　前記受信機に動作可能に結合され、前記シンタックス要素を記憶するように構成された
メモリユニットと、
　前記メモリユニットに動作可能に結合され、
　　参照レイヤ中の水平成分と垂直成分とを有するルーマサンプル位置と、エンハンスメ
ントレイヤ中の水平成分と垂直成分とを有する対応するルーマサンプル位置との間の前記
ルーマ位相オフセット値を取得し、前記ルーマ位相オフセット値が、エンハンスメントレ
イヤルーマサンプルの単位で決定され、
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　　前記参照レイヤ中の水平成分と垂直成分とを有するクロマサンプル位置と、前記エン
ハンスメントレイヤ中の水平成分と垂直成分とを有する対応するクロマサンプル位置との
間の前記クロマ位相オフセット値を取得し、前記クロマ位相オフセット値が、エンハンス
メントレイヤクロマサンプルの単位で決定され、
　　前記ルーマ位相オフセット値および前記クロマ位相オフセット値に基づいて、参照レ
イヤサンプル位置を導出し、
　　前記受信されたシンタックス要素および前記位相オフセットに基づいて、ブロックを
復号する
　ように構成されたプロセッサと
を備える装置。
【請求項１６】
　前記プロセッサが、前記ビットストリームから前記シンタックス要素を復号し、前記復
号されたシンタックス要素から前記位相オフセットを取得するようにさらに構成される、
請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記プロセッサが、前記位相オフセットを使用したアップサンプリングプロセスの実行
のための補間フィルタを選択するようにさらに構成される、請求項１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記プロセッサが、エンハンスメントレイヤピクチャとその参照レイヤピクチャとの間
のスケーリングファクタが１に等しいとき、ビットストリーム適合制限に基づいて、前記
位相オフセットを制限するようにさらに構成される、請求項１５に記載の装置。
【請求項１９】
　前記プロセッサが、前記シンタックス要素から、参照レイヤルーマサンプルの水平位置
とエンハンスメントレイヤルーマサンプルの水平位置との間の位相オフセット値と、参照
レイヤクロマサンプルの水平位置とエンハンスメントレイヤクロマサンプルの水平位置と
の間の位相オフセット値と、参照レイヤルーマサンプルの垂直位置とエンハンスメントレ
イヤルーマサンプルの垂直位置との間の位相オフセット値と、参照レイヤクロマサンプル
の垂直位置とエンハンスメントレイヤクロマサンプルの垂直位置との間の位相オフセット
値とを導出するようにさらに構成される、請求項１５に記載の装置。
【請求項２０】
　前記プロセッサが、色成分インデックス（ｃＩｄｘ）と、前記位相オフセット（ｐｈａ
ｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｘ＿ｌｕｍａ、ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｘ＿ｃｈｒｏｍａ、ｐ
ｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｙ＿ｌｕｍａ、ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｙ＿ｃｈｒｏｍａ
）と、スケーリングファクタ（ＳｃａｌｅＦａｃｔｏｒＸ，ＳｃａｌｅＦａｃｔｏｒＹ）
とを用いて、式
【数３】

【数４】

【数５】

【数６】

を使用して前記参照レイヤサンプル位置（ｘＲｅｆ１６，ｙＲｅｆ１６）を導出するよう
にさらに構成され、
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　ここにおいて、ＳｃａｌｅＦａｃｔｏｒＸおよびＳｃａｌｅＦａｃｔｏｒＹは、水平方
向および垂直方向における前記エンハンスメントレイヤと前記参照レイヤとの間の空間ス
ケーリング比を指し、
　ここにおいて、ｘＰ、ｙＰは、エンハンスメントレイヤピクチャにおける前記ルーマサ
ンプル位置または前記クロマサンプル位置を指し、
　ここにおいて、ｘＲｅｆ１６およびｙＲｅｆ１６は、１６分の１サンプルの単位でのコ
ロケートされた参照レイヤサンプル位置を指す、
請求項１５に記載の装置。
【請求項２１】
　前記プロセッサが、前記ルーマサンプル位置と前記クロマサンプル位置との間の相対位
置と、現在レイヤと前記参照レイヤとの間のスケーリングファクタとに基づいて、存在し
ないシンタックス要素のためのデフォルト位相オフセット値を決定するようにさらに構成
される、請求項１５に記載の装置。
【請求項２２】
　前記クロマサンプル位置（ｘＰｃ，ｙＰｃ）が水平方向において同じであり、前記クロ
マサンプル位置が垂直方向においてルーマサンプルに対して１／２ピクセル位置に配置さ
れ、
　ここにおいて、水平ルーマ位相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｘ＿ｌｕｍａ
）、水平クロマ位相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｘ＿ｃｈｒｏｍａ）、およ
び垂直ルーマ位相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｙ＿ｌｕｍａ）のデフォルト
値は０であり、
　ここにおいて、垂直クロマ位相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｙ＿ｃｈｒｏ
ｍａ）のデフォルト値は
【数７】

に等しく、
　ここにおいて、ｃｕｒｒＬａｙｅｒＰｉｃＨｅｉｇｈｔは現在エンハンスメントレイヤ
ピクチャの高さであり、ｒｅｆＬａｙｅｒＰｉｃＨｅｉｇｈｔは参照レイヤピクチャの高
さである、
請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記プロセッサが、前記参照レイヤ中の左上サンプルに対してサンプルの１６分の１の
単位で前記参照レイヤサンプル位置を導出するようにさらに構成される、請求項１５に記
載の装置。
【請求項２４】
　前記シンタックス要素が、ピクチャパラメータセット（ＰＰＳ）、ビデオパラメータセ
ット（ＶＰＳ）、シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）、およびスライスセグメントヘ
ッダのうちの１つから導出される、請求項１５に記載の装置。
【請求項２５】
　スケーラブルな高効率ビデオ情報を復号するための方法であって、
　マルチレイヤピクチャのためのシンタックス要素を有するビットストリームを受信する
ことと、前記シンタックス要素は、ルーマ位相オフセット値およびクロマ位相オフセット
値を表す位相オフセットを有し、
　参照レイヤ中の水平成分と垂直成分とを有するルーマサンプル位置と、エンハンスメン
トレイヤ中の水平成分と垂直成分とを有する対応するルーマサンプル位置との間の前記ル
ーマ位相オフセット値を取得することと、前記ルーマ位相オフセット値が、エンハンスメ
ントレイヤルーマサンプルの単位で決定され、
　前記参照レイヤ中の水平成分と垂直成分とを有するクロマサンプル位置と、前記エンハ
ンスメントレイヤ中の水平成分と垂直成分とを有する対応するクロマサンプル位置との間
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の前記クロマ位相オフセット値を取得することと、前記クロマ位相オフセット値が、エン
ハンスメントレイヤクロマサンプルの単位で決定され、
　前記ルーマ位相オフセット値および前記クロマ位相オフセット値に基づいて、参照レイ
ヤサンプル位置を導出することと、
　前記受信されたシンタックス要素および前記位相オフセットに基づいて、ブロックを復
号することと
を備える方法。
【請求項２６】
　エンハンスメントレイヤピクチャとその参照レイヤピクチャとの間のスケーリングファ
クタが１に等しいとき、ビットストリーム適合制限に基づいて、前記位相オフセットを制
限することをさらに備える、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記シンタックス要素が、参照レイヤルーマサンプルの水平位置と、参照レイヤクロマ
サンプルの水平位置と、参照レイヤルーマサンプルの垂直位置と、参照レイヤクロマサン
プルの垂直位置とを導出するために使用される前記位相オフセットを表す、請求項２５に
記載の方法。
【請求項２８】
　色成分インデックス（ｃＩｄｘ）および、前記位相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓ
ｅｔ＿Ｘ＿ｌｕｍａ、ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｘ＿ｃｈｒｏｍａ、ｐｈａｓｅ＿ｏｆ
ｆｓｅｔ＿Ｙ＿ｌｕｍａ、ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｙ＿ｃｈｒｏｍａ）と、スケーリ
ングファクタ（ＳｃａｌｅＦａｃｔｏｒＸ，ＳｃａｌｅＦａｃｔｏｒＹ）とを使用して、
式
【数８】

【数９】

【数１０】

【数１１】

を使用して、コロケートされた参照レイヤサンプル位置（ｘＲｅｆ１６，ｙＲｅｆ１６）
を導出することをさらに備え、
　ここにおいて、ＳｃａｌｅＦａｃｔｏｒＸおよびＳｃａｌｅＦａｃｔｏｒＹは、水平方
向および垂直方向における前記エンハンスメントレイヤと前記参照レイヤとの間の空間ス
ケーリング比を指し、
　ここにおいて、ｘＰ、ｙＰは、エンハンスメントレイヤピクチャにおける前記ルーマサ
ンプル位置または前記クロマサンプル位置を指し、
　ここにおいて、ｘＲｅｆ１６、ｙＲｅｆ１６は、１６分の１サンプルの単位で前記参照
レイヤサンプル位置を指す、
請求項２５に記載の方法。
【請求項２９】
　前記ルーマサンプル位置と前記クロマサンプル位置との間の相対位置と、現在レイヤと
前記参照レイヤとの間のスケーリングファクタとに基づいて、存在しないシンタックス要
素のためのデフォルト位相オフセット値を決定することをさらに備える、請求項２５に記
載の方法。
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【請求項３０】
　前記デフォルト位相オフセットが次のように生成され、
　水平ルーマ位相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｘ＿ｌｕｍａ）、水平クロマ
位相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｘ＿ｃｈｒｏｍａ）、および垂直ルーマ位
相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｙ＿ｌｕｍａ）のデフォルト値は０であり、
　垂直クロマ位相オフセット（ｐｈａｓｅ＿ｏｆｆｓｅｔ＿Ｙ＿ｃｈｒｏｍａ）のデフォ
ルト値は
【数１２】

に等しく、
　ここにおいて、ｃｕｒｒＬａｙｅｒＰｉｃＨｅｉｇｈｔは現在エンハンスメントレイヤ
ピクチャの高さであり、ｒｅｆＬａｙｅｒＰｉｃＨｅｉｇｈｔは参照レイヤピクチャの高
さである、
請求項２９に記載の方法。
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